
��
女
性
相
談
の
ご
利
用
を

女
性
相
談
の
ご
利
用
を

担
当　
　
　
　
広
聴
人
権
課　
☎
０
４
６（
2
5
2
）8
4
8
3

�

FAX
０
４
６（
2
5
2
）0
2
2
0

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

手
話
通
訳
者
養
成
講
座

担
当　
　
　
障
が
い
福
祉
課　
☎
０
４
６（
2
5
2
）7
9
7
8

�

FAX
０
４
６（
2
5
2
）7
0
4
3

��

消
防
団
員
を
募
集

消
防
団
員
を
募
集

担
当　
　
　
　
　
　
警
防
課　
☎
０
４
６（
2
5
6
）2
4
1
2

�

FAX
０
４
６（
2
5
6
）2
2
1
5

文
字
通
訳
講
座

文
字
通
訳
講
座

担
当　
　
　
障
が
い
福
祉
課　
☎
０
４
６（
2
5
2
）7
9
7
8

�

FAX
０
４
６（
2
5
2
）7
0
4
3

危
険
物
の
排
出
方
法

危
険
物
の
排
出
方
法

担
当　
　
　
　
資
源
対
策
課　
☎
０
４
６（
2
5
2
）7
9
8
5

�

FAX
０
４
６（
2
5
2
）7
6
1
6

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方
へ

配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
る
方
へ

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
し

い
異
性
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
＝

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
）に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
の
暴
力
に
は
、
身
体
的

暴
力
を
は
じ
め
精
神
的
暴
力
や

経
済
的
暴
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一

人
で
考
え
込
ま
ず
に
女
性
相
談

消
防
団
は
、
地
元
地
域
の
実

情
に
精
通
し
、
地
域
密
着
性
、

要
員
動
員
力
お
よ
び
即
時
対
応

力
の
面
で
も
優
れ
た
組
織
で
あ

り
、
大
規
模
災
害
時
の
対
応
や

身
近
な
災
害
へ
の
取
り
組
み
な

ど
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
確

保
す
る
上
で
不
可
欠
な
存
在
で

す
。東

日
本
大
震
災
発
生
以
降
、

消
防
団
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
、

消
防
団
に
寄
せ
る
期
待
は
大
き

い
も
の
の
、
消
防
団
員
の
減
少

は
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
市
消
防
団
に
お
い

て
も
、
4
月
1
日
現
在
、
32
人

の
欠
員
が
出
て
い
る
状
況
で
す
。

聞
こ
え
の
不
自
由
な
方
に

話
の
内
容
を
文
字
に
し
て
伝

え
る
「
文
字
通
訳
」
を
体
験

し
な
が
ら
学
ぶ
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
が
得
意

な
方
、
自
分
の
力
を
発
揮
し

て
役
に
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

○�

と　
き　
9
月
22
日
・
29

日
、
10
月
20
日
、
11
月
17

日
・
24
日
、12
月
1
日（
全

6
回
）
い
ず
れ
も
水
曜
日

午
後
1
時
〜
3
時

○�

と
こ
ろ　
サ
ニ
ー
プ
レ
イ

ガ
ラ
ス
片
や
注
射
針
な
ど
の

危
険
物
が
誤
っ
て
排
出
さ
れ
た

り
、
排
出
方
法
が
守
ら
れ
な
か

っ
た
り
す
る
と
、
け
が
や
感
染

の
恐
れ
が
あ
る
他
、
収
集
や
選

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○�

と　
き　
月
曜
〜
金
曜
日
午

前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時
15
分
（
祝
・
休
日
を

除
く
）

○�

と
こ
ろ　
市
役
所
１
階
広
聴

人
権
課

※�

費
用
は
無
料
で
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

市
と
聴
覚
障
害
者
協
会
で

は
、
手
話
通
訳
者
を
目
指
す
方

に
、
次
の
通
り
手
話
通
訳
者
養

成
講
座
（
①
通
訳
Ⅰ
試
験
対
策

②
上
級
）
を
開
催
し
ま
す
。

○�

と　
き　
①
9
月
24
日
、
10

月
8
日
・
22
日
、11
月
5
日
・

19
日
（
全
5
回
）
②
12
月
3

日
・
17
日
、
令
和
4
年
1
月

7
日
・
21
日
、2
月
4
日（
全

5
回
）
い
ず
れ
も
金
曜
日
午

後
７
時
30
分
〜
９
時

※�
申
込
を
希
望
す
る
方
は
、

9
月
17
日
（
金
）
午
後
7

時
30
分
か
ら
の
面
接
お
よ

び
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

○�

と
こ
ろ　
北
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー

○�

内　

容　

①
神
奈
川
県
の

「
通
訳
Ⅰ
」
受
験
の
た
め
の

試
験
対
策
②
ろ
う
者
に
通
じ

る
手
話
表
現
と
読
み
取
る
力

を
磨
く

○�

対　
象　
市
内
在
住
で
①
神

奈
川
県
手
話
通
訳
者
養
成
講

習
会
「
通
訳
Ⅰ
」
を
受
験
す

る
方
で
、
手
話
サ
ー
ク
ル
な

ど
で
手
話
経
験
が
3
年
以
上

あ
る
方
②
手
話
奉
仕
員
養
成

テ
キ
ス
ト
修
了
者
で
、
手
話

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
手
話
経
験

が
2
年
程
度
あ
る
方
（
上
級

の
受
講
経
験
が
な
い
方
）

○�

定　

員　

①
4
人
②
6
人

（
申
込
順
）

○
参
加
費　
無
料

○�

申
込
方
法　
８
月
31
日（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
担

当
へ

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、

Z
o
o
m
を
使
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
に
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に

使
用
す
る
機
器
や
通
信
費
な

ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を

地
域
の
た
め
に
あ
な
た
の
力
を

別
を
行
う
作
業
員
に
危
険
が
及

び
ま
す
。

危
険
物
を
排
出
す
る
際
に

は
、
左
表
の
通
り
排
出
区
分
・

方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
銃
砲
・
刀
剣
・
爆
発
物
の
模

造
品材

質
を
問
わ
ず
必
ず
分
解
し

て
か
ら
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

銃
砲
・
刀
剣
の
模
造
品
の
排

出
は
、
法
令
違
反
に
問
わ
れ
る

だ
け
で
な
く
、
犯
罪
に
使
用
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
爆
発

物
の
模
造
品
の
排
出
は
、
周
辺

住
民
の
避
難
や
道
路
の
封
鎖
な

ど
大
き
な
影
響
を
与
え
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

分
解
で
き
な
い
場
合
は
、
担

当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

品名 排出区分 排出方法

刃 物、 割 れ
物、ガラス片
など（けがの
恐れ）

燃えないごみ

新聞紙で包むなど
触れても危なくな
いようにし、他の
ごみと分け、分か
りやすいところに

「危険物」と明記し
て排出

スプレー缶、
カ セ ッ ト ボ
ンベ（爆発の
恐れ）

必ず中身を使い切
ってから排出

注射針、点滴
の針など（感
染の恐れ）

排出禁止 購入した医療機関
などに相談

ス
座
間
3
階
多
目
的
室

○�

対　
象　
パ
ソ
コ
ン
の
文
字

入
力
お
よ
び
操
作
が
で
き
、

ウ
イ
ル
ス
ソ
フ
ト
が
イ
ン
ス

ト
ー
ル
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
を

持
参
で
き
る
方

○
定　
員　
8
人
（
申
込
順
）

○
参
加
費　
無
料

○�

持
ち
物　
筆
記
用
具
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン

○�

申
込
方
法　
8
月
31
日（
火
）

ま
で
に
電
話
ま
た
は
直
接
担

当
へ

消
防
団
と
は

市
消
防
団
の
活
動

市
消
防
団
は
5
分
団
16
部
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
受
け
持
ち
区

域
を
持
ち
、
区
域
内
で
災
害
が

発
生
し
た
場
合
に
は
管
轄
消
防

団
と
し
て
災
害
活
動
を
行
う

他
、
毎
月
1
日
・
15
日
に
は
資

機
材
の
点
検
整
備
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
市
総
合
防

災
訓
練
、
火
災
予
防
運
動
、
自

治
会
の
消
防
訓
練
や
各
種
警
戒

警
備
な
ど
地
域
の
安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
た
め
昼
夜
を
問
わ

ず
活
動
し
て
い
ま
す
。

市
消
防
団
は
、
昭
和
23
年
に

初
代
消
防
団
長
が
就
任
し
て
か

ら
70
年
余
り
の
歴
史
が
あ
り
、

現
在
に
至
る
ま
で
地
元
地
域
を

守
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
強
化
の
た
め
資
機
材

の
整
備
や
訓
練
を
実
施
し
、
近

年
の
複
雑
化
し
て
い
る
災
害
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
ま
た
災
害

現
場
に
お
け
る
一
層
の
安
全
確

保
と
、
活
動
範
囲
の
拡
大
を
目

的
と
し
、
平
成
31
年
に
は
、
火

災
活
動
時
に
着
装
す
る
防
火
服

消防団活動服

訓練の様子

を
更
新
し
た
他
、
従
来
の
も
の

と
比
べ
運
動
機
能
、
視
認
性
な

ど
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
「
消

防
団
員
服
制
基
準
」
に
基
づ
い

た
新
型
活
動
服
を
導
入
し
ま
し

た
。

消
防
団
員
募
集

消
防
団
員
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

職
業
の
方
が
お
り
、
消
防
団
活

動
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人

と
の
出
会
い
や
経
験
な
ど
が
で

き
ま
す
。

地
元
地
域
を
守
る
と
い
う
情

熱
が
あ
る
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
消
防

団
員
と
し
て
活
動
し
ま
し
ょ
う
。

次
の
入
団
条
件
全
て
を
満
た

す
方
は
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

◆
入
団
条
件

•

市
内
在
住
・
在
勤
者

•
 

18
歳
以
上
45
歳
未
満
の
方

•

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
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